
第575 号社 会 保 険とくしま平成13 年12 月20日(5)

「

合
　

唱

」

（
第
二

十

回

）

空
の

か
な

た
か
ら
、
ひ
ら
り
と

ド
イ

ツ
人
が
舞
い
降

り
て

き
た

。
着

地
し

た

の
は

、
徳

島

城

博

物

館

の
庭

園

。

先
日
、
こ
こ
で
エ
ン
グ
ル
記

念
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

か
れ
た
。
笛
や
三
味
線
の

「

阿

波

踊

り
」
か
ら

、
次

第

に

ベ
ー
ト

ー
ベ
ン

の

第

九
交

響

曲
「
合

唱

」

へ
と

続

く

。
演

奏

は

富

岡

西

と

阿

南

高

専

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

だ

。

音

楽

に
加

え
て

演

劇

の

ス
ト

ー
リ

ー

も

興

味

深

い
。
特
に
印

象

的

だ
っ
た

の
が

、
指

揮

棒

が

若

い
音

楽

家

に
託

さ

れ
る
場
面
。
脚

本
や
演

出

、

監
督
、
演
奏
、
合
唱
な
ど
、

み
ん
な
の
力
を
合
わ
せ
た
秀

作
だ
っ
た
。

パ
ウ
ル
ー
エ
ン
グ
ル
氏

は

、
か
つ
て

板

東

俘

虜
収

容

所
で

活

躍
し

た
バ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト

。
楽

団

を
誕

生

さ
せ

、
音

楽

の
素

晴

ら
し

さ

を
人

々
に

広

め
た
の

だ

。
そ

の

功

績

が
徳

島

に

、
そ

し

て

全

国
へ
と

受

け
継

が
れ
て
い
る

。

さ
て

、
１２

月

に
は

あ
ち
ら
こ

ち
ら
で

「
合

唱

」
が
演

奏

さ
れ
て
い
る

。
本

邦

で

初

演

さ

れ
た
の
は

言

ぶ

年

で

、
場

所

は
板

東

俘

虜

収

容

所

。
そ
の

後

、

日

本
で

は
暮

れ
の
「
第

九
」
現

象

が
見

ら
れ

る
よ
う
に

な
っ
た

。

そ

の

理

由

と
し

て
「

第

九

忠
臣
蔵
説
」
が
あ
る
。
本

来
は
、
越
年
資
金
を
願

う
楽
員
た
ち
の
た
め
の

演
奏
会
だ
っ
た
。
こ
れ

に
最
後
の
交
響
曲
と

い
う
特
別
な
意
義
を

感
じ
る
日
本
人
の
心

情
が
重
な
り
、い
つ
も

満

員
と
な
る
。「
合

唱
」
の
終
楽
章
に
は
、

来
世
へ
の
道
の
り
が
示

唆
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

読
者
の
皆
さ
ん
は
ど
の
よ

う
な

想
い
で

聴
い
て

い
る

だ

ろ
う

か
？

今

、
徳

島
の

芸

術
文

化

は
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に

展

開
し
つ
つ
あ
る
よ

う
だ

。

エ
ン
グ
ル
氏

が
徳

島
公

園

か
ら
天

国

に

帰

る
際
に
言
っ
た
。
「
心

の
音

楽

を
次

の
世
代

に
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

。

（
徳

島

大

学

附

属

病

院
内

科
医

師

）
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